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本
号
で
紹
介
す
る
の
は
、
前
号
に
引
き
続
き
田
中
光
顕
宛
伊
藤
博
文
書
翰
（
未
之
巻～亥之巻、一七通、全）と同山県有朋書翰（巻之一～巻之二、一八通、
一
部
）
で
あ
る
。
伊
藤
謝
翰
に
つ
い
て
は
、
本
号
で
そ
の
す
べ
て
の
紹
介
を
完
了
す
る。各
書
翰
の
番
号
は
、
前
号
同
様
、
田
中
光
顕
関
係
文
書
研
究
会
が
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
伊
藤
習
翰
に
つ
い
て
は
、
前
号
で
紹
介
し
た
も
の
か
ら
の
通
し
番
号で表記してある。
前
号
で
紹
介
し
た
伊
藤
書
翰
に
は
、
岩
倉
具
視
を
全
権
と
す
る
欧
米
派
遣
使
節
団
（
い
わ
ゆ
る
岩
倉
使
節
団
）
に
関
係
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
。
田
中
は
会
計
担
当
者
と
し
て
使
節
団
に
随
行
し
た
こ
と
か
ら
、
伊
藤
か
ら
田
中
に
宛
て
て
金
銭
出
納
に
関
す
る
書
翰
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
日
本
人
留
学
生
損
失
金
借
用
問
題
に
関
わ
る
も
の
が
あ
っ
た
（
す
で
に
、
尾
崎
三
良
『
尾
崎
三
良
自
序
略
伝
』
上
〈中央公論社、’九七六年〉の「米人ブールスの詐偽」「その善後策に奔
は
じ
め
に
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
二
）
走
す
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
）
。
岩
倉
使
節
団
は
、
銀
行
業
を
営
む
狡
滑
な
外
国
人
の
被
害
者
と
な
っ
て
留
学
費
用
を
失
っ
た
日
本
人
留
学
生
に
そ
の
経
費
か
ら
、
さ
ら
に
日
本
の
外
務
省
を
通
じ
て
、
金
を
用
立
て
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
六
年
二
月
九
日
付
田
中
宛
伊
藤
博
文
・
大
久
保
利
通
書
翰
に
登
場
す
る
戸
田
三
郎
と
は
被
害
に
あ
っ
た
留
学
生
の
一
人
尾
崎
三
良
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
上
に
深
刻
な
問
題
を
報
じ
た
書
翰
が
あ
っ
た
。
年
代
不
明
四
月
一
日付書翰である。田中の宮内大臣時代（明治三一年二月～同四二年六月）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
朝
鮮
の
国
宝
と
も
い
う
べ
き
五
重
塔
が
窃
取
さ
れ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
事
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
五
重
塔
は
上
野
公
園
に
置
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
日
朝
間
の
み
な
ら
ず
、
国
際
問
題
化しかねないものであった。同書翰は、朝鮮における英字新聞（ソウル・
プ
レ
ス
）
の
記
事
を
同
封
し
て
、
宮
内
省
が
煽
動
を
し
た
か
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
宮
内
省
と
し
て
は
朝
鮮
王
室
か
ら
贈
与
さ
れ
た
も
の
と
し
て
こ
れ
を
扱
い
、
返
礼
の
た
め
に
機
関
砲
を
贈
呈
す
る
予
定
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る。伊藤は、これに強く反対している。この事件の顛末は不明であるが、
政
治
、
外
交
、
軍
事
、
経
済
な
ど
の
視
点
か
ら
見
る
日
朝
関
係
と
は
別
に
、
文
化
交
長安
井岡
純昭
市男四五
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流的な観点からの日朝関係における負の側面を伝える史料といえよう。
なお、田中自身、明治天皇の御下賜品や遺品、幕末の志士の遺墨や遺
品などを含めて、いわゆる勤王の精神につながる文化財の収集にはこと
のほか熱心であった。彼が残した膨大な収集品は、今日、青山文庫（高
知県佐川町）、多摩聖蹟記念館（東京都多摩市）、幕末と明治の博物館
（旧常陽記念館、茨城県大洗町）、早稲田大学、そして宮内庁にそれぞれ
分
け
ら
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
文
化
財
収
集
志
向
が
、
こ
の
五
重
塔
事
件
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
さ
て
、
本
号
で
紹
介
す
る
伊
藤
書
翰
に
は
、
第
一
次
伊
藤
博
文
内
閣
（
明
治
一
八
年
一
二
月
～
同
二
一
年
四
月
。
田
中
は
内
閣
書
記
官
長
。
こ
の
職
は
今
日
の
内
閣
官
房
長
官
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
）
時
代
の
も
の
が
多
い
。
全
体
と
し
て
短
文
で
用
件
を
伝
え
た
も
の
が
多
い
が
、
郷
純
造
（
明
治
一
九
年
三
月
～
同
二
一
年
一
一
月
大
蔵
次
官
、
旧
幕
臣
の
子
）
ら
の
人
事
に
関
わ
る
も
の
が
目
立
つ
。
そ
の
中
で
、
明
治
二
○
年
八
月
五
日
付
響
翰
は
、
あ
る
警
察
官
僚
の
人
事
異
動
案
に
対
し
て
伊
藤
が
強
い
語
調
で
そ
れ
を
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
国
の
総
理
大
臣
が
、
一
官
僚
の
人
事
異
動
案
に
口
を
は
さ
む
こ
と
は
奇
妙
な
こ
と
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
伊
藤
の
姿
勢
は
、
最
終
書
翰
の
内
容
と
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
書
翰
は
、
時
代
を
遡
り
、
維
新
の
争
乱
が
収
ま
っ
た
直
後
の
新
政
府
軍
兵
士
の
処
遇
に
つ
い
て
、
当
時
兵
庫
県
知
事
で
あ
っ
た
伊
藤
が
部
下
に
起
草
さ
せ
た
意
見
書
で
あ
る
。
そ
の
中
で
伊
藤
は
兵
士
の
功
労
を
十
分
に
顕
彰
し
、
洋
式
の
朝
廷
直
属
軍
を
組
織
す
る
よ
う
提
唱
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
伊
藤
に
と
っ
て
人
事
は
国
家
迎
営
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
その他、陸軍省起案の検閲条例改正案、進級条例改正案（この両改正
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
案は、いわゆる月曜会事件に関わるものである。同事件については、大
澤
博
明
「
月
曜
会
事
件
の
再
検
討
ｌ
所
謂
四
将
軍
と
の
関
係
を
中
心
に
１
１
。
２」、大阪市立大学法学会『法学雑誌』第三五巻第一、二号、一九八八
年
を
参
照
）
、
長
崎
県
の
上
水
道
工
事
費
国
庫
補
助
問
題
な
ど
法
制
、
政
治
に
関
わ
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
明
治
二
一
年
五
月
二
三
日
付
伊
藤
書
翰
は
、
同
年
四
月
に
第
一
次
伊
藤
内
閣
が
井
上
馨
外
相
の
条
約
改
正
交
渉
問
題
（
い
わ
ゆ
る
鹿
鳴
館
外
交などと称され、批判的に捉えられることが多い）を原因として退陣し、
黒
田
清
隆
内
閣
が
発
足
し
た
の
ち
も
引
き
続
き
内
閣
書
記
官
長
の
職
に
あ
っ
た
田
中
が
辞
意
を
洩
ら
し
た
の
に
対
し
て
、
伊
藤
前
首
相
が
こ
れ
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
田
中
の
留
任
は
、
お
そ
ら
く
事
務
引
き
継
ぎ
と
黒
田
内
閣が伊藤系人脈の選択的残存を図ったことによると思われる。田中は、
長
州
閥
の
領
袖
の
一
人
で
あ
っ
た
伊
藤
と
、
同
じ
く
薩
摩
閥
の
領
袖
で
あ
っ
た
黒
田
と
の
緊
張
関
係
に
は
さ
ま
れ
た
辛
い
役
ど
こ
ろ
を
演
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
結
局
、
田
中
は
こ
の
五
月
に
内
閣
書
記
官
長
を
辞
し
た
。
さ
て
、
今
回
か
ら
新
た
に
紹
介
す
る
山
県
有
明
書
翰
で
は
、
ま
ず
最
初
に
田
中
と
山
県
と
の
親
密
な
関
係
が
目
を
引
く
。
そ
れ
は
、
発
受
信
人
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
の
仕
方
に
表
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
伊
藤
書
翰
で
は
、
伊
藤
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
書
き
方
を
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
山
県
書
翰
で
は
、
そ
の
内
容
が
公
務
で
あ
れ
、
私
事
で
あ
れ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
伊
藤
は
自
ら
を
も
っ
ぱら「博文」と記し、受信人の田中を姓で、あるいは姓と職名を合わせ
て記している。伊藤の号である「春畝」や、あるいは彼の別荘があった
神奈川県下の夏島を用いて「夏島漁夫」「蓬菜島主」と記したものは僅
かである。一方、山県は自らを「椿山荘主」「芽城山人」「無鄭庵主」
四六
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「素狂」などと記し、受信人の田中を「芭蕉庵主」あるいは、その号で
あ
る
「
青
山
」
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
田
中
を
も
じ
っ
て
「
多
奈
賀
」
な
ど
と
記
す
こ
とも多かった。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
椿
山
荘
と
は
、
東
京
府
内
の
椿
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
台
地
に
山
県
が
築
造
し
た
邸
宅
で
あ
る
（
旗
本
の
下
屋
敷
を
明
治
一
○
年
に
取
得
し
た
と
い
う
。
敷
地
は
約
一
万
八
千
坪
で
あ
る
）
。
今
は
、
山
県
家
の
手
を
離
れ
て
、
都
内
で
も
有
数
の
結
婚
式
場
、
宴
会
場
施
設
と
し
て
、
そ
の
名
を
と
ど
め
て
い
る
（
藤
田
観
光
株
式
会
社
の
経
営
に
よ
る
）
。
芽
城
山
人
と
は
、
も
ち
ろ
ん
椿
山
荘
の
所
在
地
で
あ
る
目
白
を
も
じ
っ
た
山
県
の
自
称
で
あ
る
。
そ
の
後
、
椿
山
荘は大正六年に山県が八○歳の誕生日を迎えたのを機に、翌七年藤田平
太
郎
（
男
爵
、
藤
田
組
第
二
代
経
営
者
、
長
州
藩
出
身
の
政
商
藤
田
伝
三
郎
の
嗣
子
で
あ
る
。
現
在
、
椿
山
荘
を
経
営
す
る
藤
田
観
光
株
式
会
社
の
起
源
は
こ
の
藤
田
組
である）に旧観を保つことを条件として譲渡された。次に、無鄭庵とは、
山
県
が
幕
末
に
京
都
で
尊
王
拠
夷
派
、
そ
し
て
尊
王
討
幕
派
の
志
士
と
し
て
活
動
し
た
往
時
を
偲
ん
で
、
鴨
川
沿
い
、
二
条
橋
畔
に
有
し
た
別
邸
で
あ
る
（
明
治
二
四
年
取
得
）
。
そ
し
て
、
素
狂
と
は
、
か
っ
て
幕
末
の
頃
に
狂
介
な
ど
と
自
称
し
た
こ
と
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
山
県
の
号
と
し
て
は
、
「
含
雪
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
芭
蕉
庵
と
は
、
椿
山
荘
に
隣
接
す
る
田
中
邸
の
名
称
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
書
翰
の
発
受
信
人
に
関
す
る
表
記
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
名
称
を
多
用
す
る
こ
と
は
公
私
と
も
に
両
者
が
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
佐
々
木
隆
「
近
代
私
文
書
論
覚
書
ｌ
宛
名
表
現
に
見
る
政
治
的
関
係
」
、
近
代
日
本
研
究
会
編
『
年
報
近
代
日
本
研
究
皿
近
代
日
本
と
情
報
』
山
川
出
版
社
、
一九九○年、参照）。
田中光頭関係文醤紹介（二）
ま
た
、
そ
う
し
た
発
受
偏
人
の
表
記
に
関
す
る
特
徴
の
み
な
ら
ず
、
書
翰
内
容
に
お
い
て
も
田
中
、
山
県
両
人
の
親
密
な
関
係
を
伝
え
る
も
の
は
多
い
。
た
と
え
ば
、
個
人
資
産
す
な
わ
ち
土
地
、
家
屋
、
動
産
、
さ
ら
に
配
偶
者
や
趣
味
な
ど
に
関
わ
る
内
容
を
持
つ
書
翰
も
多
い
の
で
あ
る
（
年
代
不
明
五
月
一
日
付
、
同
二
月
八
日
付
、
同
一
一
月
一
八
日
付
、
同
一
一
月
二
五
日
付
、
同
一
一
月
二
六
日
付
の
追
伸
、
同
一
二
月
三
日
付
に
は
「
遠
乗
」
と
い
う
こ
と
ば
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
乗
馬
に
よ
る
遠
出
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
藩
閥
政
府
指
導
者
に
は
趣
味
と
し
て
乗
馬
を
楽
し
む
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
。
さ
ら
に
、
早
急
の
来
訪
を
求
め
る
書
翰
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
、
邸
宅
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
も
含
め
て
、
両
人
の
親
密
な
関
係
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
両
人
の
関
係
は
、
幕
末
に
お
け
る
京
都
で
の
志
士
と
し
て
の
活
動
に
端
を
発
し
て
お
り
、
生
命
を
賭
し
て
行
動
を
共
に
し
た
と
い
う
思
い
が
消
え
る
こ
と
な
く
晩
年
に
至
る
ま
で
二
人
を
結
び
続
け
た
よ
う
で
あ
る
。
幕
末
維
新
の
際
に
命
を
落
と
し
た
志
士
た
ち
の
顕
彰
に
意
を
注
ぎ
続
け
た
こ
と
も
両
人
に
共
通
し
て
い
る
（
年
代
不
明
六
月
一
○
日
付
書
翰
に
は
高
杉
晋
作
に
関
す
る
史
実
調
査
に
言
及した記述がある）。
さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
山
県
書
翰
の
中
で
注
目
さ
れ
る
も
の
を
二
、
三
紹
介
し
よ
う
。
全
体
と
し
て
短
文
で
用
件
の
み
を
伝
え
た
も
の
が
多
い
が
、
草
創
期
の
陸
軍
の
法
制
や
財
政
に
関
わ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
年
代
不
明
九
月
一
六
日
付
と
推
定
される書翰には、陸軍の経費節減に関わる山県の苦慰が田中会計監督長
に
切
々
と
述
べ
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
年
代
不
明
一
○
月
二
七
日
付
書
翰
は
、
軍
人
恩
給
令
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
年代不明五月一日付書翰には、井上馨暗殺未遂事件と思われる情報に
関する記述がある。山県が田中に内閣周辺で得られる情報の提供を求め
四
七
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伊藤博文書翰（その二、全）
「春畝公手簡未之巻」
以下、同巻所収の書翰。
蛇
明
治
（
胆
）
年
２
月
４
日
国宗之刀御入用之趣、即御使へ附し差上侯間、御用済之上御返却可
被下侯。林、大江二囚云々近日閣議に詞ひ可申侯。勿々敬復。
二
月
四
日
博
文
なお、前号同様、本号で紹介する史料全体の正確性については、最終
的に目を通した長井純市が責任を負うものである。
最後に、註記について、封筒のない書翰の場合には、それについて特
最後に、註記について、封筒のない書越
に註記しなかったことを書き添えておく。
ている点から考えると、田中が内閣書記官長であった第一次伊藤内閣に
おける井上外相の条約改正交渉絡みではないかと推測される。
以上をもって、今回紹介する史料の概要に代える。すでに、前号掲載
の史料について、何人かの日本近代史研究者からそれぞれの研究に利用
する旨の好意的な反応をいただいた。引き続き、本号掲載の史料につい
ても多くの研究者に資することを願っている。
田
中
先
生
［封筒］ 文学
部
紀
要
第
五
十
三
号
表、田中陸軍少将殿、博文、刀一口相添。裏、〆。書翰冒「春畝公手簡申之巻」
頭に異筆で「明治十五年二月四日」とあり。
以下、同巻所収の書翰。
狐
明
治
（
⑲
）
年
３
月
ｎ
日
過
日
来
少
々
足
痛
に
而
難
儀
罷
在
、
今
日
も
出
勤
仕
兼
候
故
急
用
有
之
候
得
は
高
輪
迄
為
御
知
可
被
下
候
。
官
報
に
而
高
橋
は
従
前
之
通
奉
職
之
筈
に
有
之
候
故
曽
根
へ
内
々
御
申
聞
、
局
務
は
高
橋
へ
任
せ
為
取
扱
可
成
関
渉
せ
さ
る
方
可
然
と
御談示可被下候。詳細は得拝晤可申述侯。勿々頓首。
三
月
十
二
日
博
文
光
顕
老
台
［
封
筒
］
表
、
田
中
書
記
官
長
殿
、
博
文
、
至
急
。
裏
、
鍼
。
書
翰
冒
頭
に
異
筆
で
「
明
治
十
九
年
三
月
十
二
日
」
と
あ
り
。
羽
明
治
（
四
）
年
３
月
５
日
風邪今以不到快癒候に付、本日参朝不能。各大臣へ此殿御通知有之
度候。公文類要至急ものは御回付可被下候。他は可然御取計置可被下
候。勿々頓首。
三
月
五
日
田
中
光
頭
殿
［封筒］表、内閣、田中書記官長殿、博文、至急。裏、〆。書翰冒
頭に異筆で「明治十九年三月五日」とあり。
四八博
文
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銅
明
治
（
皿
）
年
ｎ
月
Ⅳ
日
過
日
は
尊
来
鳴
謝
之
至
、
其
節
御
談
話
有
之
候
郷
氏
進
退
之
事
、
其
後
大
蔵
大
臣
之
意
見
を
も
承
候
処
、
到
底
目
下
退
職
之
上
は
元
老
院
え
転
勤
之
外
有
之
間
布
と
の
儀
に
候
処
、
於
本
人
は
元
老
院
は
好
ま
し
か
ら
す
と
の
趣
に
付
、
不
得
止
辞
表
之
通
被
聞
届
候
外
有
之
間
布
と
申
儀
に
有
之
候
。
同
氏
も
既
に
六
十
歳
以
上
之
事
に
付
、
勿
論
恩
給
之
資
格
に
適
当
に
可
有
之
、
且
勲
章
昇
級
之
儀
は
、
大
蔵
大
臣
自
特
別
に
申
立
可
相
成
筈
に
申
合
置
候
。
万
一
元
老
院
承
諾
相
成
候
へ
は
、
愚
存
に
而
は
将
来
上
院
之
議
員
中
同
氏
の
如
き
会
計
熟
練
之
老
離
有
之
候
者
、
目
か
ら
迂
關
に
不
流
し
て
可
然
と
存
候
へ
共
、
本
人
之
意
に
適
せ
さ
る
事
を
強
ゆ
ろ
訳
に
者
参
り
申
間
布
と
愚
考
罷
在
候
。
小
生
も
一
応
尋
問
之
上
及
直
話
度
侯
へ
共
、
何分多忙に付賢兄自御面会之節御話置可被下候。尤、大蔵大臣は面会
之
上
得
と
示
談
も
有
之
候
趣
に
付
、
事
情
は
詳
知
之
事
に
可
有
之
と
奉
存
候
。
不
取
敢
成
行
及
御
内
報
候
間
、
此
殿
御
承
知
可
被
下
候
。
為
其
。
草
々
頓
首
再
行
。
十
一
月
十
七
日
博
文
光
顕
賢
台
［
封
筒
］
表
、
田
中
光
顕
殿
、
伊
藤
博
文
、
親
展
至
急
。
裏
、
絨
。
書
翰
冒
頭
に
異
筆
で
「
十
一
月
十
七
日
」
と
あ
り
。
妬
明
治
（
羽
）
年
９
月
２
日
恵
函
薫
読
仕
候
。
如
賞
論
宿
願
被
為
間
食
候
事
は
、
大
勲
位
之
蒙
賞
典
候
よ
り
も
尚
一
層
聖
恩
に
感
泣
仕
候
事
に
候
・
小
子
心
中
憂
慰
国
家
候
事
は
、
在
官
途
と
否
と
に
於
て
毫
髪
も
差
異
無
之
候
得
共
、
人
情
負
端
撲
之
重
責
候
と
今
日
と
は
眼
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
二
）
「春畝公手簡酉之巻」
以下、同巻所収の書翰。
師
明
治
（
四
）
年
４
月
過
日
漸次御快気之由敬賀仕候。閣中冬局人撰之事御指示多謝候。不日如
尊慮挙行可仕候。東行二十年忌は明日に無之、旧暦四月に御座侯故、
五月十六日に相当候と申事也。此段御含迄申上憧候。刻々頓首。
四
月
十
三
日
博
文
田
中
書
記
官
長
殿
［封筒］表、田中光顕殿、博文、拝復。裏、〆・書翰冒頭に異筆で
食
之
安
録
同
日
之
心
地
に
無
之
候
。
含
雪
帰
京
後
図
経
営
苦
慮
之
事
と
不
堪
諒
察
候。園田安賢進退之事に付、御考案御示被下鳴謝仕候。如貴諭に而可
然
と
存
候
間
、
御
高
配
願
上
置
候
。
宮
内
大
臣
え
別
に
呈
書
不
仕
候
間
、
老
閣
自
宜
布
御
鶴
聾
被
下
度
候
。
草
々
頓
首
。
九
月
二
日
博
文
田
中
宮
内
次
官
殿
［封筒］表、田中宮内次官殿、親展。裏、鍼、伊藤博文。
［
註
記
］
田
中
の
宮
内
次
官
在
任
期
間
は
、
明
治
犯
年
７
月
～
同
加
年
ｎ
月
。
園田安賢は、明治羽年９月に警視総監を退官（明治皿年４
月に就任）。
四
九
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羽
明
治
（
別
）
年
６
月
過
日
華
族
新
旧
共
総
人
名
簿
入
用
有
之
候
に
付
、
至
急
御
送
可
被
下
候
。
右
は
華
族
局
へ
御
照
会
被
下
候
へ
は
即
時
相
弁
可
申
候
。
且
亦
現
在
之
元
老
院
議
官
人
名
簿
及俸給之差同も記載有之もの、併而御送り方及御依頼候也。
六
月
十
三
日
夏
島
漁
夫
詔
明
治
（
別
）
年
６
月
躯
日
御手簡拝読。二十一年度予算取調に付而は、新に雇外国人之俸給、
旅費壱万弐千円計之増額申立置度候間、御加入可被下候。他に者即今
心付候儀も無之侯。
昨
日
は
黒
田
、
吉
井
両
伯
仙
窟
へ
来
訪
有
之
、
今
日
は
又
谷
大
臣
之
叩
扉
。
彼
是
相
考
候
へ
は
、
居
所
而
已
之
僻
場
に
而
、
居
住
す
る
者
は
非
仙
次
第
に
還
俗
之
心持に相成、困入たる者と思案中に御座候。明後々廿八日迄に者一応
帰
京
可
仕
候
。
其
節
万
可
得
拝
晤
候
。
勿
々
拝
復
。
六
月
念
五
日
蓬
莱
島
主
青
山
詞
伯
［封筒］表、東京、内閣、子爵田中内閣書記官長殿、親展。裏、鍼、
夏島、内閣総理大臣。書翰冒頭に異筆で「明治廿年六月廿
五日」とあり。
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
「明治十九年四月十三日」とあり。
虹
明
治
（
卯
）
年
６
月
犯
日
式部非職飯田年平病気危篤に付、位階昇進之儀式部長官自申立候に
付、至急御取計可被下候。本日行幸御留守中なれ者、聖裁は跡に而願
出候共不苦候。為其。勿々不具。
側
明
治
（
加
）
年
５
月
９
日
付
山
県
有
朋
宛
伊
藤
博
文
書
翰
麹
町
区
長
中
山
孝
暦
、
此
度
御
用
に
付
宮
内
へ
転
勤
可
申
付
筈
候
処
、
右
代
り
に
大
河
内
正
質
を
御
登
庸
被
下
候
様
両
高
崎
目
依
頼
有
之
、
閣
下
へ
は
小
生
自
願
置
呉
候
様
屡
々
承
及
居
候
に
付
、
可
相
成
儀
候
へ
は
御
承
諾
可
被
下
候
。
為
其
。
勿々頓首。
五
月
九
日
博
文
山
県
大
臣
殿
〔
封
筒
］
表
、
田
中
内
閣
書
記
官
長
殿
、
親
展
、
宮
内
卿
。
裏
、
繍
。
書
翰
冒
頭
に
異
筆
で
「
明
治
二
十
年
五
月
九
日
」
と
あ
り
。
［注記］封筒裏に、宮内卿と記されているのは宮内大臣の誤りか。
田
中
書
記
官
長
殿
［封筒］表、麹町区元園町一丁目三十九番、田中光顕殿、伊藤博文。
裏
、
〆
。
書
翰
冒
頭
に
異
筆
で
「
明
治
二
十
年
六
月
十
三
日
」
と
あ
り。伊藤
は
、
明
治
旧
年
Ⅲ
月
か
ら
同
加
年
９
月
ま
で
内
閣
総
理
大
臣
兼
官
内
大
臣
。
こ
の
書
翰
は
、
山
県
か
ら
田
中
に
転
送
さ
れ
た
も
の
か
。
五
○
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⑫
明
治
（
加
）
年
７
月
Ⅳ
日
今晩目富岡へ外務大臣同伴、両三日海水浴に出懸け申候間、緊要之
事差起候へは、同処へ急使を以為御知可被下候。富岡行之事は、聖上
へ願上御聞届之上に有之候故、是亦御含置可被下候。函根辺へ参候事
は、一応帰京之上に可仕哉。又は彼地自直に飛出し可申哉。其節為御
知可申に付、其機に臨巌谷へ御命被下度候。此度陸軍大臣目上奏之検
閲条例、士官進級条例改正論に付而は、参謀本部之上官辺頗異論有之、
三浦、堀江等外援之風聞も有之、又一方に者桂其外大威張に而、双方
椅角之勢を張弦を詮度と気張候模様に被聞候に付、知らぬ顔に而少々
御探索可被下候。必寛此議論に而余波之影響する所如何と苦慮するこ
とに御座候。何分近来多少党派之形情有之は頗憂感に不堪事に御座候。
此事他へは御秘置可被下候。為其。勿々頓首。
七
月
十
七
日
春
畝
田
中
賢
台
［封筒］表、田中光顕殿、博文、秘展。裏、〆・書翰冒頭に異筆で
「明治廿年七月十七日」とあり。
内
閣
書
記
官
長
殿
［
封
筒
］
表
、
内
筆
で
「
六
月
二
十
八
日
田中光顕関係文書紹介（二）
内閣、田中書記官長殿、親展。裏、
「明治二十年六月廿八日」とあり。
繊
。
書
翰
冒
頭
に
異
総
理
大
臣
「春畝公手簡戌之巻」
以下、同巻所収の書翰。
佃
明
治
（
卯
）
年
８
月
１
日
長
崎
県
水
道
工
費
下
付
之
儀
、
内
務
大
臣
自
再
応
之
請
求
に
付
而
は
、
如
申
立
同
省
土
木
費
中
よ
り
廿
一
、
二
両
年
度
に
分
割
し
下
渡
之
儀
、
既
に
大
蔵
大
臣
と
協議済及内示候末に付不得止儀と存候間、御聞届相成、土木費増額之
儀
は
難
聞
届
段
御
指
令
有
之
之
外
有
之
間
布
候
。
前文之趣意を以、指令案御調製閣議へ御提出可有之。刻々頓首。
八
月
一
日
博
文
光
顕
殿
［封筒］表、田中内閣書記官長殿、至急。裏、〆、総理大臣。書翰
冒頭に異筆で「明治廿年八月一日」とあり。
“
明
治
（
卯
）
年
８
月
５
日
芳
臓
薫
読
。
倍
御
清
適
恭
賀
仕
候
。
陳
者
内
務
大
臣
上
奏
山
根
正
次
を
警
察
副
長に被任、江口某を一旦非職とし直に復職可申付儀は、真に法律を玩
弄するの甚しきものと云さるを得す。いかに立憲之政治にあらさるも、
如
斯
の
詐
術
は
為
す
に
不
忍
事
と
存
候
に
付
、
内
務
、
司
法
両
大
臣
談
合
之
上
山
根
を
他
日
警
察
医
に
可
被
仰
付
事
に
取
極
め
、
特
に
洋
行
被
仰
付
候
様
申
立
相
成
度
段
、
今
一
応
両
大
臣
へ
御
談
合
可
被
下
候
。
司
法
大
臣
自
略
詳
知
は
仕
居
候
得
共、斯く迄迂曲之仕方とは不存候故承り置候へ共警視其外之官吏に対
五
一
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妬
明
治
（
Ⅲ
）
年
３
月
５
日
以病故御辞職相成候段御通知前、今朝或者自伝間驚樗仕候。然るに
御病気之原因を拝察仕候へは、実に御難渋之場合に而何とか良案は無
之ものかと泰存候。小生も一昨日力病出京候処、病後尚覚疲労為差用
にも相立不申候へ共、不日に閉院之時期相迫居、何分病琴に安臥仕兼
候。当分之つもりに而出京仕候。其内得拝晤万御直話に相伺可申。不
取敢拝答。草々頓首。
三
月
五
日
博
文
田
中
賢
台
［封筒］表、子爵田中光顕殿、博文、親展。裏、封。書翰冒頭に異
候而も不忍為事と存候。乍去他に方法無之との事に候得は、不得止任
其意可申候へ共、可相成は再考相成度ものと存候間、可然御取計可被
下候。高島云々は尚亦御探聞被下度候。先は拝答而已。勿々頓首。
八
月
五
日
博
文
田中書記官長殿
夏島も此節は兎角雨天勝に而、其上夜間は蚊軍大挙襲来大に極困却
居申候。
［封筒］表、田中内閣書記官長殿、密展。裏、鍼、総理大臣。書翰
冒頭に異筆で「明治廿年八月五日」とあり。
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
灯
明
治
（
鍋
）
年
１
月
２
日
新年恭祝之至に候・不相変御繁忙拝察仕候。小子は無上之君恩に而
無事平穏之春を迎、一身之幸福生来未逢之静閑を得申候。去説御劇務
之央申上兼候処、従前警衛罷在候警部松下平助十七年以来小子に随従
勤
続
罷
在
候
も
の
に
付
、
以
御
高
配
引
続
他
大
臣
之
警
衛
に
被
命
候
様
奉
懇
願
、
承
候
へ
は
農
商
務
大
臣
警
員
未
備
由
に
付
、
可
相
成
は
補
欠
之
御
取
計
被
下
侯
へ
は、本人も一入之仕合可申、又巡査之而々も此際非職等に相成而は可
憐次第に有之候故、是又御保庇偏に奉願侭候。明三日目神戸へ家春同
伴、豚児見舞之為罷越五、六日滞留可仕候。帰京之上緩々可得拝鳳万
妬
明
治
（
皿
）
年
５
月
泌
日
近日承候得は、御宿病之故を以内閣書記官長、検査院長共御辞職之
趣に候処、可相成は此侭御奉職有之度、総理大臣に於ても頻に希望有
之候へ共、強而之御懇願なれは不得止儀に候処、検査院丈けは渡辺帰
朝迄は是非御気張被下度、公務上之儀は左迄繁劇に者有之間布に付、
暫時之御心棒と御堪忍之外無之儀と奉存侯。為其。勿々頓首。
五
月
二
十
三
日
博
文
田
中
老
台
［封筒］表、田中光顕殿、博文、密啓。裏、〆・書翰冒頭に異筆で
「明治Ⅱ一年五月Ⅱ三日」とあり。
筆で「明治廿一年三月五日」とあり。
五
二
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「春畝公建白書艸稿亥之巻」
以
下
、
同
巻
所
収
の
草
稿
。
帽
明
治
（
）
年
（
）
月
（
）
日
事
御
注
意
従
来
之
事
情
等
御
聞
糾
、
円
滑
之
御
処
置
肝
要
に
泰
存
候
。
多
数
之
人
員
御
指
揮
は
、
随
分
御
骨
折
之
事
は
申
上
候
迄
も
無
之
候
処
、
万
事
跡
帰
り
之
せ
ぬ
様
御
注
意
無
之
而
は
、
折
角
之
御
尽
力
も
水
泡
に
帰
候
様
相
成
候
而
は
遺
憾
之
事
に
付
、
余
計
之
心
配
と
思
召
候
歎
も
難
計
候
へ
共
、
平
素
之
知
遇
に
甘
へ
申
上
置候。草々頓首。
一月二日
博
文
光
顕
老
台
本
文
之
趣
意
は
、
決
而
姑
息
之
御
処
置
有
之
様
と
申
訳
に
は
無
之
、
勿
論
国
会
も
開
設
に
際
し
国
民
之
感
触
も
前
日
と
は
大
に
異
な
り
候
儀
に
付
、
警
官
に
在
て
は
其
職
務
施
設
之
際
、
万
事
注
意
、
場
け
足
を
取
ら
れ
さ
る
様
心
掛
候
事
尤
必
要
な
ろ
は
申
迄
も
無
之
、
要
之
適
当
の
人
物
を
得
て
一
部
々
々
の
長
た
ら
し
め
、
敏
捷
の
処
置
を
施
す
こ
と
云
迄
も
無
之
、
又
老
兄
の
御
職
掌
に
在
て
は
、
賞
罰
其
当
を
得
る
と
得
さ
る
に
依
り
、
服
従
之
厚
簿
を
現
は
し
候
事
と
存
候
故
、
精
々
御
注
意可被成候。
［封筒］表、警視総監田中光頭殿、親展。裏、糠、小田原、伊藤博
文
。
書
翰
冒
頭
に
異
筆
で
「
明
治
廿
三
年
一
月
二
日
」
と
あ
り
。
［註記］田中の警視総監在任期間は、明治犯年ｎ月～同型年４月。
田中光頭関係文書紹介（二）
兵
庫
県
属
吏
小
菅
挨
一
、
号
、
□
［
香
力
］
邨
、
起
草
す
る
所
な
り
。
大
沼
沈
山
門
人
に
し
て
詩
を
善
く
し
詩
集
若
干
巻
あ
り
。
明
治
元
年
な
り
。
伊
藤
の
兵
庫
県知事の時。
兵
庫
県
知
事
臣
伊
藤
博
文
、
護
ん
て
北
地
凱
旋
の
軍
隊
を
処
す
る
の
策
を
上
言
す。本
邦
之
政
体
に
お
け
る
や
上
古
は
姑
く
置
く
。
神
武
皇
帝
以
後
文
武
の
権
共
に
朝
廷
に
あ
り
て
、
文
以
て
教
化
し
、
武
以
て
威
鎮
す
。
其
統
御
、
皆
天
子
よ
り
出
て
敢
て
一
人
之
を
冒
す
も
の
な
し
。
然
し
て
時
代
漸
く
変
移
し
文
教
盛
ん
な
る
に
乗
し
て
、
武
威
下
に
流
れ
、
姦
雄
時
に
起
り
、
其
権
終
に
源
平
二
氏
に
帰
す
。
源
頼
朝
、
日
本
総
追
捕
使
の
任
を
受
て
よ
り
政
令
全
く
将
門
に
出
つ
。
今
日
に
至
る
ま
て
其
制
を
革
む
る
あ
た
は
す
。
其
故
何
そ
や
。
中
古
以
来
の
公
卿
大
臣
逸
を
貧
ほ
り
、
労
を
厭
ひ
徒
に
言
辞
を
以
て
武
臣
を
使
役
す
。
其
始
め
は
武
臣
も
真
に
力
を
朝
廷
に
尽
せ
し
も
終
に
国
家
の
大
患
と
な
れ
り
。
抑
も
恩
ふ
兵
卒
何
れ
の
処
に
あ
り
や
。
其
本
土
地
に
あ
り
。
将
門
、
能
く
土
地
に
在
る
の
人
氏
を
使
ひ
之
を
兎
く
服
さ
し
め
、
人
民
も
又
之
に
服
し
て
終
に
土
地
人
民
倶
に
将
門
に
帰
し
、
其
未
諸
侯
は
な
く
封
境
は
な
く
、
一
塊
も
天
子
の
有
に
あ
ら
さ
る
如
き
の
形
勢
た
り
。
呼
量
に
歎
す
る
に
堪
ん
や
。
然
を
今
や
幸
に
復
古
の
時
に
際
会
し
逆
賊
を
職
減
し
文
武
の
権
一
に
朝
廷
に
帰
す
る
に
至
る
。
中
外
の
治
、
□
麺
す
可
し
。
然
し
て
其
賊
を
討
滅
せ
し
も
の
は
識
そ
。
其
兵
士
軍
隊
は
皆
諸
侯
よ
り
な
る
。
朝
廷
猶
一
卒
の
親
衛
な
し
。
何
を
以
て
諸
侯
を
威
鎮
し
、
而
し
て
海
外
各
国
に
当
ら
ん
や
。
天
治
国
の
術
豈
唯
仁
徳
の
み
を
以
て
論
す
へ
け
ん
や
。
兵
威
も
亦
盛
ん
に
傭
は
ら
す
ん
は
あ
ろ
へ
か
ら
す
。
見
よ
、
此
方
を
立
る
如
何
ん
。
今
や
東
北
衆
賊
平
定
せ
し
な
れ
は
必
征
討
将
士
五
＝ ￣
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の功労を重賞せさるを得す。論者曰く、北地既に平定せしと錐も余談
尚之れあるならん。故に総督より兵士に至るまて其土を割き交与せは
一は勧賞の道となり、｜は威鎮の術ともならんと。是必す衆議の帰す
る所なるへきも、臣か卑見を以てすれは未た然らす。自今後文明の治
教を施し五洲各国と並立んと欲するや、世禄の□を□□□□□立る不
能は能知る所なり。況んや諸藩忠勇乃将士憤戦激闘身を奮て不顧為国
賊を亡し、労を厭はさるは皆愛君憂国之赤心より出て登に他に求むる
所ありて然らんや。錐然其功繍已に成りて、朝廷、何そ其功を賞せさ
る
を
得
ん
や
。
然
り
而
し
て
今
之
を
封
境
の
塁
と
為
し
、
僻
隅
之
地
に
お
か
は
皆
共
酷
評
せ
ら
る
Ｌ
の
懐
ひ
を
な
し
、
却
而
其
報
国
之
本
志
を
達
し
む
る
之
道
蜴
絶
せ
ん
こ
と
を
恐
ろ
。
将
士
も
又
□
と
し
て
是
に
安
ん
せ
ん
や
。
又
之
を
其
藩
に
退
か
し
め
藩
主
に
お
ゐ
て
尋
常
の
禄
賞
を
行
ふ
と
も
兵
士
是
を
足
れ
り
と
し
区
々
た
る
藩
国
に
目
安
せ
ん
や
。
願ふに、則今大政一新の際にあたりて国安に大害をなせしもの東北
会越の賊に過くへからす。此の賊を斥除せしもの其功世に冠たり。然
れ
は
大
に
之
か
功
労
を
顕
さ
す
ん
は
あ
る
へ
か
ら
す
。
人
又
謂
ふ
、
普
天
の
下
の
率土の濱王臣に非らさるなけれは諸侯に預置する所の兵、皆天子の兵
にして、天子、此に令を伝へは百万の衆も動くへしと。臣を以て之を
視
れ
は
朝
廷
の
兵
権
は
名
耳
、
実
あ
る
に
非
す
。
故
に
、
朝
廷
の
力
微
弱
な
り
。
力微弱なれは下を御する能はす。今この制を立すんは終中古以来の代
の
如
く
又
朝
廷
は
、
唯
々
た
る
に
至
ら
ん
。
若
か
す
、
此
機
に
乗
し
東
北
凱
旋
の
兵
を
し
て
改
め
て
以
て
朝
廷
の
常
備
隊
と
し
総
督
、
監
軍
、
参
謀
以
下
皆
至
当
の
爵位をあたへ之に兵士を司さとらしめ兵士にも亦班秋を付して各其処
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
山県有朋書翰（その一）
「含雪公手簡巻之一陸軍会計監督時代」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
。
ｌ
明
治
（
）
年
２
月
６
日
如
貴
論
千
里
九
は
余
り
急
に
有
之
候
得
共
外
に
勘
考
も
無
之
、
明
早
天
発
途
乗
組
可
申
奉
存
候
。
船
室
御
取
極
置
可
被
下
候
。
従
者
は
壱
人
に
て
有
之
候
。
御
手
数
恐
縮
仕
候
。
他
、
明
朝
拝
芝
万
綾
。
拝
復
二
月
六
日
を得さしめ而して大に欧州各国の兵制を折中し以て新に我兵制を改革
し
朝
廷
親
し
く
こ
れ
を
統
御
せ
ん
に
は
。
今
海
内
の
兵
を
以
て
之
を
謂
に
□
□
北
地
に
向
ひ
し
よ
り
強
き
は
な
し
と
。
之
に
加
ふ
る
に
以
能
く
錬
磨
せ
は
其
力
益
至
明
に
し
て
内
は
□
庭
を
制
し
、
外
は
万
国に対し以て不可恥也。諸将士軍隊も天子親臨の恩を戴くに至れは欣々
服
従
し
方
今
一
新
の
治
、
文
武
の
二
権
克
く
天
子
に
帰
し
、
然
後
国
威
皇
張
、
復
古
の
勢
随
て
以
て
成
□
得
へ
し
。
此
則
一
は
征
討
の
軍
隊
を
処
し
、
二
は
朝
廷
を
助
け
、
三
は
威
□
を
海
外
に
繩
せ
ん
。
是
則
今
日
の
急
務
也
。
願
く
は
朝
野
の
公
議
を
経
て
以
万
分
之
稗
益
た
ら
ん
と
欲
し
□
［
下
力
］
か
至
愚
を
不
顧
謹
而
上
言
す。［註記］この草稿には多数の添削が加えられているが、翻刻にあたっ
て
は
、
成
案
と
考
え
ら
れ
る
文
章
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
。
伊
藤
博
文
の
兵
庫
県
知
事
在
任
期
間
は
、
明
治
元
年
５
月
～
同
２
年
４
月
。
五
四
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２
明
治
（
）
年
８
月
ｎ
日
３
明
治
（
）
年
８
月
Ⅳ
日
４
明
治
（
）
年
ｎ
月
ｎ
日
今日、御出省之有無承合候処、既に御退舎に相成、不得拝晤引取申
候。望御談判致度儀有之、一両日中御閑暇之節、草臓え御来訪被下候
はＬ仕合申候。余事議拝光候。草々頓首
八
月
十
二
日
有
朋
昨
日
者
御
来
照
恭
多
謝
。
其
節
御
咄
仕
置
候
様
来
る
廿
日
椿
山
荘
に
て
御
待
可
仕候。諸兄には三字比来訪と申遺置候得共、老兄には別に御さし支も
無之候は魁、御早めに御来杖願ひ上候。他者拝青万綾。草々頓首
八
月
十
七
日
有
朋
青
山
老
兄
尚、福地自御回答落手。御手数を煩し恐縮。
［封筒］表、田中監督長様、内啓。裏、山県明。
田
中
光
頭
様
田
中
老
兄
［封筒］表、田なか様、山かた、拝復。
田
中
光
頭
関
係
文
書
紹
介
（
二
）
山
県
有
朋
恐
復
６
明
治
（
）
年
９
月
陥
日
御
精
勤
欣
然
此
事
に
候
・
側
、
参
謀
本
部
会
計
必
至
困
難
を
極
候
儀
は
、
過
日
略
御
内
話
を
致
置
候
様
今
日
に
至
り
如
何
と
も
不
可
為
場
合
に
立
到
、
頻
に
減
省
之
方
法
を
試
る
も
、
三
万
有
余
之
不
足
を
不
能
補
、
此
上
者
陸
軍
卿
と
談
判
之
上
政
府
に
上
申
す
る
外
目
的
無
之
事
と
愁
眉
を
筆
め
、
予
算
書
等
小
官
手
元
に
て
為
取
調
候
処
、
豈
図
、
海
外
費
金
之
差
額
有
之
候
故
、
早
速
、
浅
井
大
佐
を
以
貴
意
為
承
候
処
、
陸
軍
一
般
会
計
之
不
足
を
生
し
、
此
差
額
を
以
他
費
を
補
足
す
る
云
々
敬
承
。
然
処
、
昨
年
政
府
財
政
困
難
之
一
事
俄
然
差
起
り
し
目
陸
軍
額
金
を
減
省
す
べ
き
議
論
再
ひ
内
閣
に
発
し
、
頗
る
同
議
相
起
候
。
其
節
、
陸
軍
定
額
を
減
少
す
る
は
、
兵
を
減
す
る
よ
り
他
策
な
し
。
何
と
な
れ
は
会
計
上
他
省
と
異
な
り
、
５
明
治
（
）
年
（
）
月
坊
日
如
何
之
御
都
合
に
有
之
候
也
。
今
日
、
午
後
一
時
比
自
墨
水
に
趣
き
候
覚
悟
に
候
。
蝶
な
と
も
参
申
候
。
是
非
御
供
不
仕
候
否
申
試
度
候
。
十
六
日
折角之御休暇に候処差向御談判致度儀有之、今朝八字頃自草魔え御
鞍
労
可
被
下
候
。
為
其
さ
し
急
き
拝
啓
十
一
月
十
一
日
早
天
城
南
老
兄
田
中
様
五
五 無隣
庵
朋
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７
明
治
（
）
年
⑫
月
３
日
好天気打続一段奉存候。狐、明日連乗之儀、梶山自御咄致候事と察
申
候
。
然
処
、
明
日
者
延
引
仕
候
に
付
、
賢
兄
諾
否
者
未
致
拝
承
候
得
共
、
為
念
不取敢申上置候。軌明後日歎其次歎取極猶御一報可致候。勿々頓首
殊に充分節減を尽し、且計算上甚綿密に組立有之今日之形勢にては一
銭を滅却するの目的無之と断然小官目抗論せし所、遂に論鋒は変て参
謀本部額金減少云々と転し、小官も内外よりの攻撃、加之事情百出不
得止地位に立実に困却を窮、遂に本部額金減少の目的を以て事実に照
量し可取調との事に立到十一万有余を滅却し、残り三万有余は之を陸
軍卿に談し事情酌量相成、一般之額金中自滅省すべきと断決せられた
る云々は、老兄に於ても悉皆事実御熟知有之候処、猶此余海外費をも
他庁同様御看微し有之候ては、事情と云ひ理由と云、些と苦々布御取
扱歎と察申候。此辺御推測相成度事に候。猶差額者他費に転用云々は、
前条之理由に基き、無論本部の額金を除きたるものと確信致居候。前
件之次第故、十四年度決算報告は、右之理由に基き取量ひ可申と決議
致
候
。
此
趣
不
取
敢
申
進
置
候
。
早
々
如
此
。
九
月
十
六
日
山
県
有
朋
田
中
監
督
長
殿
乱毫御推読高恕。
［註記］田中は、
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
田中は、明治ｎ年ｎ月陸軍会計監督匿
同
旧
年
皿
月
～
ｕ
年
Ⅲ
月
同
省
会
計
局
長
。
明
治
ｎ
年
ｎ
月
陸
軍
会
計
監
督
長
、
陸
軍
省
第
五
局
長
、
９
明
治
（
）
年
Ⅱ
月
８
日
今
日
者
御
処
労
之
よ
し
御
按
仕
候
。
狐
、
曽
而
御
咄
仕
置
候
函
館
砲
台
近
傍
之
土
地
譲
渡
之
儀
、
今
以
何
た
る
事
も
杉
浦
自
不
申
参
に
付
、
其
節
万
事
組
合
向
御
承
知
有
之
事
に
付
、
御
間
隙
督
促
書
之
草
稿
御
調
被
下
度
。
且
小
銃
製
造
一
条
に
付、金繰之儀御談致度明日御出省之御都合如何。其中御加養奉専祈候。
８
明
治
（
）
年
、
月
幻
日
御徒然想像仕候。扱、此程御談話仕置候恩給令一条に付、下士七年、
満
期
後
七
年
間
は
、
年
々
幾
分
欺
之
増
給
も
与
候
外
、
再
四
思
廟
致
候
共
猶
工
風
無
之
候
に
付
、
其
組
立
に
て
恩
給
令
草
按
取
調
さ
せ
申
候
。
各
年
之
増
給
、
左
ま
て
之
金
高
に
は
及
ひ
申
間
布
と
臆
測
罷
在
候
。
猶
、
幾
分
増
給
之
目
途
御
熟
考
之
上
、
増
給
表
一
紫
取
調
さ
せ
可
被
下
候
。
但
、
今
般
教
導
団
生
徒
召
募
に
応
候
者
、
只
今
之
報
告
に
て
は
全
員
三
ヶ
之
壱
に
も
及
ひ
不
申
甚
困
却
仕
候
。
尤
、
征
韓
一
事
派
及
致
候
よ
り
大
に
障
害
を
受
候
よ
し
。
是
亦
防
禦
之
手
段
も
無
之
事
に
候
。
他
、
拝
晤
継
述
可
仕
候
得
共
、
前
条
之
目
的
に
基
き
御
勘
考
草
表
取
急
御
整
さ
せ
相
成
候
様
に
と
存
候
。
拝
頓
首
十
月
二
十
七
日
田
中
様
田中老兄
十
二
月
三
日
五六
有
朋
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、
明
治
（
）
年
ｎ
月
泌
日
Ⅱ
明
治
（
）
年
ｎ
月
沁
日
昨
日
は
監
督
職
務
之
律
法
替
御
投
し
被
下
恭
奉
存
候
。
さ
て
、
頑
生
も
俄
浪
花
行
之
内
命
を
蒙
り
、
明
後
日
よ
り
発
程
之
覚
悟
に
候
。
何
か
御
用
も
有
之
候
は
邑
被仰越可被下候。はた仏蘭西法律書（ナポレヲンコード翻訳書と歎云）
写
本
御
省
に
有
之
候
よ
し
、
暫
御
一
覧
に
て
何
も
御
承
知
と
奉
存
候
。
上
木
は
末
二冊也。御高配を以写本壱部当分拝借被下間布候也。為其態と申上候。
其
中
時
気
御
自
重
。
頓
首
不
一
十
一
月
廿
六
日
猶、浪花南え之御伝言、積る貴受え之玉章、此老え御附与可被下候。
御
心
置
御
教
諭
、
是
亦
懇
十
一
月
廿
五
日
早
天
昨
夜
は
緩
々
御
情
話
を
承
り
祇
欝
を
散
し
候
。
さ
て
別
荘
之
一
事
、
大
概
氏
え
御会話の期手に人候様御高配可被下候。去なから、天涯之一浪生頗困
窮之情態は御勘酌被下度奉存候。猶、尾川槌出候はき、職務之か条無
御
心
置
御
教
諭
、
是
亦
懇
願
仕
候
。
書
余
何
も
可
謝
拝
晤
候
。
不
一
拝
頓
首十
一
月
八
日
山
県
朋
田
中
監
督
様
猶
、
覇
城
之
景
況
詳
悉
不
相
分
候
得
共
、
引
続
き
追
撃
之
趣
報
知
有
之
。
｜
両
日中には全鎮定可致と察申候也。
田中光頭関係文書紹介（二）
旧
明
治
（
）
年
５
月
１
日
昨
夜
者
御
妨
仕
候
。
其
節
御
依
頼
致
候
郵
船
会
社
株
利
足
請
取
之
証
書
差
出
申
候
。
何
卒
杉
に
御
面
会
之
上
御
渡
し
被
下
度
候
。
請
取
方
之
儀
は
、
何
と
そ
杉
よ
り可申上歎と察申候。
井
上
伯
を
暗
殺
せ
ん
と
し
て
未
遂
犯
を
な
せ
し
も
の
有
之
と
の
昨
夜
半
郵
書
接
手。山口県何之地に候哉。其他は何も相知不申、いかにも不審に存候。
御
出
省
に
候
は
魁
内
閣
辺
に
て
御
問
糺
し
候
は
出
、
相
分
り
可
申
。
果
し
て
真
な
「含雪公手簡巻之二」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
。
⑫
明
治
（
）
年
２
月
沁
日
今
朝
者
御
来
訪
黍
深
謝
。
例
之
事
電
話
に
て
回
答
之
旨
趣
は
篤
と
考
た
上
、
明
日
面
晤
可
申
来
と
の
事
に
候
・
御
承
知
置
可
被
下
候
。
為
其
。
草
々
頓
首
二
月
廿
六
日
御一咳。
［封筒］
［註記］
背
山
老
閣
坐
下
［封筒］表、青山将軍幕下、親展。裏、鍼、有朋。
表
、
多
奈
賀
老
兄
、
剣
下
、
山
県
素
狂
。
こ
の
書
翰
の
あ
と
に
封
筒
の
み
の
貼
り
付
け
あ
り
。
表
、
多
奈
賀
老
兄、剣下、素狂拝。
椿
山
荘
主
五七
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過
明
治
（
）
年
６
月
皿
日
御
佳
勝
欣
然
之
至
に
候
・
此
中
は
加
茂
岩
清
水
等
え
行
幸
之
事
、
早
速
御
詮
議
被成下悉多謝。
孤
、
高
杉
か
オ
テ
ン
ト
号
に
て
厳
島
沖
に
停
船
之
幕
艦
を
砲
撃
せ
し
時
、
老
兄
にも同艦にて御進撃相成候やに相覚居候処如何や。若御乗組相成候はＢ
当
時
之
状
況
既
略
御
記
し
可
被
下
。
乗
船
人
は
誰
々
な
る
や
。
幕
艦
停
舶
之
場
処
は厳島沖と相記し可然や。彼より応砲いたし候や承り申度申述試候。
ｕ
明
治
（
）
年
（
）
月
四
日
欲
庵
来
訪
、
即
時
鳥
渡
御
来
光
可
被
下
候
。
頓
首
十
九
日
草
々
頓
首
マ
マ
ら
し
か
は
、
鳥
渡
御
内
報
願
ひ
上
候
。
草
々
頓
首
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
背
山
老
兄
、
内
啓
急
き
。
裏
、
〆
。
［
註
記
］
欲
庵
は
、
野
村
靖
（
天
保
Ｂ
～
明
治
網
、
長
州
藩
、
駐
仏
公
使
、
内
務
大
臣
、
逓
信
大
臣
、
枢
密
顧
問
官
）
の
号
。
青
山
将
軍
幕
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
将
軍
幕
下
、
親
展
急
啓
。
裏
、
封
、
有
朋
。
文
学
部
紀
要
第
五
十
三
号
五月一日
椿
山
荘
主
芽
城
山
人
Ⅳ
明
治
（
）
年
皿
月
Ⅲ
日
マ
マ
今
朝
御
内
話
之
事
に
付
、
明
四
日
夕
四
字
過
面
会
致
度
段
申
過
し
候
処
、
其
刻
来
訪
可
致
と
の
事
候
間
、
三
字
比
に
は
草
臘
え
御
来
光
被
下
度
御
待
申
候
。
草
々
不
尽
十
月
廿
一
日
肥
明
治
（
）
年
、
月
４
日
今
朝
御
内
話
仕
置
候
閑
院
宮
云
々
之
事
者
、
本
日
午
後
委
員
会
に
て
談
合
可
致
含
に
候
処
、
小
松
宮
よ
り
皇
族
勲
功
詮
議
は
、
有
栖
川
、
伏
見
同
様
之
事
に
此
際
取
計
置
く
れ
候
と
の
依
頼
有
之
。
追
而
、
何
分
之
儀
は
思
召
相
窺
取
極
め
可
申
と
の
事
に
内
決
候
に
付
、
事
情
纏
々
御
内
談
を
遂
候
事
者
取
消
被
置
候
様
所
願
候
。
朝
来
事
情
変
換
に
付
開
陳
仕
候
。
余
事
在
面
晤
。
草
々
頓
首
十
月
四
日
椿
山
荘
主
青
山
老
閣
坐
下
［封筒］表、田中老兄、内披急啓。裏、鍼、有朋。
青
山
芭
蕉
庵
主
人
坐
下
［封筒］表、東京小石川区関口台町、田中宮中顧問官殿、親展急啓。
裏
、
絨
、
相
州
大
磯
、
山
県
朋
。
六
月
十
日
大
磯
に
て
椿
山
荘
主
芽
城
山
人
五八
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旧
明
治
（
）
年
ｎ
月
肥
日
今朝者態々御来訪を煩し多謝。其節御内話仕候様三野村えは一書役
し置申候。五番丁家之事は遺言書中、京師木屋町別邸之如く可致存候
処、多忙にて別に書記候時間無之に付、執京師より歎又は帰京後相認
め可申に付、右様御含置可被下候。家事詳細之儀は今朝相願ひ置、誠
に安意之旅行相楽み申候。臨発一書拝呈。時下寒気日々相増、為国家
御
自
重
千
金
。
草
々
頓
首
芭
蕉
庵
老
台
坐
下
尚、御令閨え可然御一聲可被下候。再白
［封筒］表、青山田中将軍幕下、親展。
青
山
田
中
老
台
坐
下
［封筒］表、青山田中老兄、内啓。裏、鍼、椿山荘主、朋。
十
一
月
十
八
日
夜
七
時
田中光顕関係文書紹介（二）
裏、鍼、有朋。 芽
城
山
人
朋
五九
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